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基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 

（１）観点ごとの分析 

観点９－１－①： 教育の状況について，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積さ

れ，評価を適切に実施できる体制が整備されているか。 

 

（観点に係る状況）  

教育課程一覧は，本科（準学士課程）・専攻科課程とも毎年４月に発行される学生便覧に記載されて

おり（資料９－１－①－１），科目毎の教育内容の詳細（シラバス）は冊子形態で学生に配布（資料９

－１－①－２）されているとともに，ホームページにも掲載して周知されている。授業の実施日と学生

の出欠は出席簿に記録された上，週単位で学生課に提出される。なお，出席簿は紙媒体により保存され

ている（資料９－１－①－３）。 

試験答案や課題レポートなどの成績評価の根拠資料は，本科，専攻科ともに科目担当教員が保管と管

理を行ない，成績確定後にそれらの抜粋を電子データ形式で学生課が統括保管している（資料９－１－

①－４）。 

教育活動における全般的な自己点検・評価は，創造教育開発センターが中心となって達成状況等を検

証し，フィードバックを行うことで実施している。 

年度計画については，教育改善システムに基づいたアクションプランの策定を毎年度当初に行なって

いる（資料９－１－①－５）。 

また，毎年度末には自己点検・評価報告書を作成し，冊子形態及びホームページで公開している（資

料９－１－①－６）。 
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資料９―１―①―１

「教育課程表（抜粋）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成２４年度学生便覧 p.13）
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資料９―１―①―２

「シラバス例」 

 

 

（出典 平成２４年度本科シラバス,p. G-15） 
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資料９―１―①―３

「出席簿の例」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課）
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資料９―１―①―４

「成績資料保存方法の周知（抜粋）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課）
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資料９―１―①―５

「本校の平成２４年度年度計画（抜粋）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校ホームページ http://www.fukui-nct.ac.jp/info/pdf/2012Action.pdf）

資料９―１―①―６

「ホームページ上での自己点検・評価報告書」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校ホームページ http://www.fukui-nct.ac.jp/info/shiryo.html）
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（分析結果とその根拠理由） 

授業の実施内容を示すシラバスは冊子形態で学生に配布し，ホームページにも掲載して周知されて

おり，授業の実施記録も紙媒体で保管されている。また，成績評価資料と評価結果も電子媒体により

管理されている。従って，教育活動の全般的な状況については自己点検・評価の実施できる体制に問

題ないと判断できる。 

 

 

観点９－１－②： 学校の構成員及び学外関係者の意見の聴取が行われており，それらの結果をもと

に教育の状況に関する自己点検・評価が，学校として策定した基準に基づいて，適

切に行われているか。 

（観点に係る状況）  

福井高専では，PDCAサイクルに基づいた教育改善システムが構築・整備されており，各種の自己点検・

評価を実施している（資料９－１－②－１）。自己点検・評価の実施に当たっては，以下に述べるよう

な，多方面からの意見聴取を行うことで，教育研究等の改善を行っている。 

まず，教員からの意見聴取の手段として，毎年実施される校長面談（資料９－１－②－２）や年度末

に作成される教育達成度等に関する報告書が挙げられる（資料９－１－②－３）。 本校では，毎年１

回定期的に全教員を対象とした校長面談を実施している。校長面談は，全教員から校長へ事前に提出さ

れる「教職員面談シート（教員用）」に基づいて実施されている。校長は，当該年度における校務分掌

及び教育研究活動等並びに前年度における自己点検・評価等の状況を個別に把握して，各教員に助言を

与えている。校長面談の結果は，校長表彰や校務分掌の編成等に活用されている。また，教育達成度等

に関する報告書は，学生による授業アンケート（資料９－１－②－４）を教員自身が分析し，次年度へ

の授業内容改善に資するためのものであり，これは教員の自己点検を兼ねたものともなっている。さら

に，個々の学生による授業アンケート結果に基づいて，本科生及び専攻科生の評価をまとめ（資料９－

１－②－５），本校全体の授業内容の改善に資している。 

また，創造教育開発センターが中心となり，公開授業週間等を設けることで教員相互の授業参観制度

を実施している。公開授業の懇話会開催と報告書作成を通して，各教員は自己点検及び授業改善が図れ

るようになっている（資料９－１－②－６）。 

本校本科卒業生及び専攻科修了生に対しても，３年ごとのアンケートを実施することにより意見聴取

を行っている（資料９－１－②－７）。その結果は創造教育開発センターにより詳細に分析され，全教

職員にフィードバックされている（資料９－１－②－８）。 

さらに，毎年１回福井県内，技術科学大学の大学関係者，地元の中学校関係者，福井県・地元の産業

界，報道関係及び商工会議所関係者を招聘した外部有識者会議を開催し，同会議において本校の教育研

究の現状や取組み方針等を外部に対して報告・公開するとともに，外部有識者からの意見・提言を聴取

し，聴取された意見等は当該委員会で検討され，PDCAサイクルに沿って教育の質の向上と改善を行って

いる（資料９－１－②－９，１０）。 

 この他，毎年度４月～５月，本校校長並びに副校長（教務主事）が県内及び近県の大規模中学校に前

年度実施の入試状況等の説明のために訪問しており，この際にも中学校校長を始めとする関係者から意

見や要望を聴収し，本校における教育等に反映させている。本校が全国高専の中で初めて導入した「工

学基礎コース」（観点３―１―①で前述）は，このような中学校訪問時に寄せられた意見や要望による

ものである。 
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資料９―１―②―１

「福井工業高等専門学校教育改善システム」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （出典 本校ホームページ http://www.fukui-nct.ac.jp/info/image/PDCAcycle.png）
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資料９―１―②―２ 

「校長面談用教職員面談シート」 

（別紙様式） 

平成２４年度 教職員面談シート（教員用） 
 

所 属  

氏 名  
 

１．勤務状況 

本 人

の 今

年 度

の 職

務 の

概 要

に つ

いて 

校務分掌 

 

授業等 

 

課外活動，研究活動，社会貢献活動等 

 

今年度の抱

負・目標等

について 

 

昨年度の状

況（自己点

検・評価）

について 

 

職務に関す

る希望事項 
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２．健康状況 

健康状態に

ついて 

□ 健康    □ やや不健康    □ 不健康 

（健康状態に係る特記事項） 

 

 

３．その他 

特記事項が

あれば記入

してくださ

い 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長所見 

 

 

 

 
 
 

（出典 総務課）
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資料９―１―②―３

「教員側からの達成度等についてのコメント」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 創造教育開発センター）
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資料９―１―②―４

「授業アンケート実施案内通知（学生用）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課）
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資料９―１―②―５

「公開授業チェックシート例」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 創造教育開発センター）
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資料９―１―②―６ 

「授業アンケートのまとめ（2010 年度）」 

 

各項目に関する得点平均(8 実験，9 指導書，10 安全性は省略) 

 

 

 

 授業アンケートは「強く思う(100%)」，「まあまあ思う(66.7%)」，「あんまり思わない(33.3%)」，

「全く思わない(0%)」の4段階評価である。各学年，各項目の平均は，ほぼ4段階評価の上位から2番目

の「まあまあ思う(66.7%)」以上であった。 

 

（出典 創造教育開発センター） 

 

 

番号 項目 1年 2年 3年 4年 5年 専攻科1年 専攻科2年 平均
1 目標理解 67.3% 66.0% 71.1% 72.2% 75.4% 74.8% 73.5% 71.5%
2 予習復習 62.3% 59.3% 69.1% 68.0% 72.8% 62.5% 70.3% 66.3%
3 積極参加 76.1% 70.2% 75.1% 72.9% 75.7% 73.5% 79.9% 74.8%
4 黒板,OHP 75.3% 69.2% 72.7% 71.4% 75.9% 71.4% 64.2% 71.4%
5 演習量 75.3% 72.1% 75.4% 74.1% 77.1% 74.3% 73.9% 74.6%
6 教員説明 76.4% 72.0% 76.0% 73.6% 77.1% 73.0% 75.3% 74.8%
7 試験 74.5% 70.7% 74.5% 73.3% 75.5% 76.4% 77.0% 74.6%

11 関心興味 74.9% 70.8% 74.5% 73.1% 76.3% 78.6% 71.9% 74.3%
12 内容理解 72.8% 69.8% 73.3% 71.8% 74.2% 72.5% 72.2% 72.4%
13 シラバス 74.4% 73.1% 76.2% 75.3% 77.7% 80.1% 72.7% 75.7%
14 準備 78.9% 76.5% 78.4% 75.2% 78.2% 80.5% 78.2% 78.0%
15 理解把握 70.7% 68.9% 74.0% 71.9% 76.6% 69.3% 73.5% 72.1%
16 熱心 80.0% 77.7% 78.6% 76.7% 80.0% 78.6% 76.1% 78.2%
17 総合満足度 75.4% 73.4% 76.5% 74.5% 77.1% 78.1% 71.3% 75.2%
18 目標達成 72.6% 69.7% 73.5% 73.2% 75.2% 74.9% 67.9% 72.4%

2010年度の平均 73.8% 70.6% 74.6% 73.1% 76.3% 74.6% 73.2% 73.8%

1年
3年
5年
専攻科2年0.0%
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資料９―１―②―７

「卒業生・修了生アンケート依頼文」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 創造教育開発センター）
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資料９―１―②―８

「卒業生・修了生アンケートの分析（抜粋）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 創造教育開発センター）
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資料９―１―②―９

「平成 22 年度外部有識者会議における各委員からの意見・提言・その対応委員会およびその後の検討結果」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学校運営会議）
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資料９―１―②―１０

「平成２３年度外部有識者会議における各委員からの意見・提言と検討委員会」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学校運営会議） 
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（分析結果とその根拠理由）  

学校の構成員，卒業生・修了生や学外有識者等の学外関係者からの意見聴取の実施とデータの収集

体制の整備及び分析は適切に行われており，またこれらの結果に基づいた教育状況に関する自己点

検・評価体制が適切に構築・機能している。 

 

 

観点９－１－③： 各種の評価の結果を教育の質の向上，改善に結び付けられるような組織としての

システムが整備され，教育課程の見直し等の具体的かつ継続的な方策が講じられて

いるか。 

 

（観点に係る状況）  

 本校の教育改善システムについては，平成２３年度の自己点検・評価委員会の指摘によりシステムの

改善案が策定され，平成２４年度より新システムによる教育改善の一層の促進を試みている（前出資料

９－１－②－１）。 

新しい「福井高専教育改善システム」の改善の大きなポイントは，教育システム推進委員会の新設及

び同委員会を中心とした PDCA サイクルの再構築である。PDCA サイクルがより迅速な教育改善につなが

るように，各種委員会のグループ分けを行い，その他を再構築した。この結果，外部有識者会議等の外

部評価の意見や提言をより迅速に教育改善につなげることが可能となった。新しい「福井高専教育改善

システム」が機能している例として，教育システム推進委員会の議事録と学校運営会議の議事録を（資

料９－１－③－１，２）に示す。 
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                                   資料９－１－③－１ 

「教育システム推進委員会議事録」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    （出典 総務課） 
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                                    資料９－１－③－２ 

「学校運営会議議事録（抜粋）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 総務課） 
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次に，本校の教育改善システムが機能した具体例を，以下に示す。 

学外からの意見聴取として，創造教育開発センターにおいて３年ごとに実施されている卒業生・修了

生アンケートの結果を分析したところ，基礎学力の不足が指摘された（前出資料９－１－②－７），（資

料９－１－③－３）。このことを受けて，専門科目における基礎学力の不足に関して，平成２２年度の

本科３学年担任団で具体的対策が協議された。その結果，それらの基礎学力定着の根幹である数学の基

礎学力レヴェルの教育支援プログラムを，３学年学生全員を対象にして試行の形で実施されることとな

った（資料９－１－③－４）。同年度前期に実施した教育支援プログラムについての学生からの意見聴

取は，アンケート形式（資料９－１－③－５）で行われ，その結果を参考にして後期は，技術士 1次試

験受験を考慮に入れた内容で同様の教育支援プログラムを実施した（資料９－１－③－６）。この教育

支援プログラム実施による波及効果として，同学年における CAD 資格試験受験者及び合格者の増加等の

教育効果が挙げられる。なお，このような教育支援プログラムの他に，数学教育については教員間ネッ

トワーク会議でも学力向上につながる全学的な教育改善について議論し，改善策を講じている（資料９

－１－③－７）。 

 

資料９－１－③－３

「卒業生・修了生アンケートの分析（抜粋）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 創造教育開発センター）
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資料９－１－③－４

「数学の基礎学力レヴェルの教育支援プログラム（前期）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典 平成２２年度３学年担任資料)
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資料９－１－③－５

「数学の教育支援プログラム学生アンケート」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典 平成２２年度３学年担任資料)
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資料９－１－③－６

「数学の基礎学力レヴェルの教育支援プログラム（後期）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典 平成２２年度３学年担任資料)
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資料９－１－③－７

「数学および自然科学に関するネットワーク会議議事録」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 創造教育開発センター）
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もう一つの教育改善の例として英語教育に関する改善例を挙げる。 

卒業生・修了生アンケートにおいては，英語教育についても改善の要請が出ている。同様に，外部有

識者会議においても英語教育に関する提言を受けている．ここでは，それらの評価を受けた上で実施し

た英語教育学習支援スキームの再構築のプロセスを述べる。 

前述したように外部有識者会議では，外部有識者から教育内容の点検と改善に向けた意見を聴取し，

指摘を受けた事項については，教育改善システムに基づいた各種対応を直ちにとっており，平成２２年

度に開催された同会議における各委員の講評の中で，本校における英語教育に関して次のような提言が

あった。 

 

［美濃輪委員］信越化学工業（株）磁性材料研究所 所長 

これからの企業は中小企業も含め海外に出て行くことが益々多くなることが考えられるため，福井

高専の中に世界を呼び込むというか，ここに来れば世界を感じるような仕組みを検討していただきた

い。例えば，英語力を付けるために，留学生をもっと増やす，あるいは，外国人教員を採用しコミュ

ニケーション能力を向上させるというような試みである。 

 

この講評に見られるように，外国語の伝達と読解の基礎能力育成は，国際的技術者養成の重要な根幹

である。この重要性に鑑み，教務委員会の諮問により，関係教員（企画室長，専攻科長，英語科目所属

教員）を交えた，外国語の伝達と読解の基礎能力育成に関する意見交換会が教務主事主催のもとに開催

された。この意見交換会を受けて，一般科目教室人文社会科学系主任の指導の下，英語科目主任より，

外国語の伝達と読解の基礎能力育成への取組みを主眼に置いた，英語教育改善に関するマスタープラン

の提出がなされた（資料９－１－③－８）。 

このマスタープランの主要項目として，校長裁量経費によるTOEIC®IP受験を具体的手段とした英語教

育改革プログラムが挙げられ，その骨子は以下の①と②に要約される。 

 

①英語科目についてもシラバスで教育目標が設定されており，これに加えて外部試験評価（TOEIC®等

の検定試験）における到達目標の設定を検討することで，英語教育支援体制を強化する。 

②上記①の主軸となる調査資料として，本科学生より希望する第３・４学年の学生１００名を対象に，

TOEIC®IP の受験料を半額補助する英語教育支援プログラムを実施する（資料９－１－③－９）。この取

組みにより，外部試験評価（TOEIC®等の検定試験）における具体的な教育目標を設定に関する研究が可

能となる。また，学生の英語学習に対する強力な動機付けにもなり得る。 
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資料９―１―③―８

「英語教育改善マスタープラン」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 英語科目）
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資料９―１―③―９

「英語教育支援プログラムの案内」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 英語科目）
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資料９―１―③―１０

「TOEIC®IP 成績例」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 英語科目）

次に，平成２３年度におけるTOEIC®IP実施成績を整理した。なお，参考のため，第５学年生と専攻科

生の受験生の成績も併せて示す（資料９－１－③－１０，１１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



福井工業高等専門学校 基準 9 

- 345 - 

資料９―１―③―１１

「TOEIC®IP 試験結果」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 教務委員会）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の結果を踏まえて，平成２４年度より，以下に示すような事項に取組み，英語の基礎力の向上と

教育改善を図る方向で教務委員会を中心に英語科目で検討を行っている。 

 

①平成２４年度より，文法分野の理解度向上を目指し，第３，５学年の授業科目（英語Ⅲ，Ⅴ）におい

て共通テキストを１冊使用する。このテキストを基に，年間４回のTOEIC®IP試験に準じた文法試験（マ

ークシート形式）を実施する。これにより，TOEIC®IPの得点向上が見込まれるだけでなく，各種試験結

果の分析により，到達目標設定等の更なる検証が可能となる。 

②新入学生を対象とした入学時課題試験を学年一斉で実施する。これにより，入学時からの学習支援の

強化を図る。 

③教育研究プロジェクトとして設置されている英語教育支援室（准教授１名常駐）を活用し，各種英語

学習援助をさらに推し進める。 

④TOEIC®IP 対策をより強化した授業を実施する。第１学年次のコミュニケーションⅠにおける外国人

講師との連携を強化する。 

⑤TOEIC®IP の成績結果により，TOEIC®IP 受験する学生に対し，専攻科では４００点，本科第５学年３

８０点，本科第４学年３７０点，本科第３学年３６０点という一定の到達目標を設定することが現段階

で妥当と判断される。 

 現在は国際的技術者の養成の基礎としての外国語教育を一層意識し，ロードマップの作成（資料９－

１－③－１２）に始まり，短中長期目標の設定による，さらなる英語教育カリキュラムの見直し作業を

教務主事主導のもと教務委員会や国際交流委員会との協力体制において強力に推進している。 

1回目 2回目 3回目 4回目 5回目

3学年 364 360

4学年 370 357 374

5学年 320 308 379 317 507

専攻科生 371 401 375 355 391
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資料９―１―③―１２

「英語教育と国際性の育成に関するリーフレット」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 国際交流委員会）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際交流教育としては海外学生派遣制度の他，平成１７年度からオーストラリアの Ballarat 大学と

提携し，学生の相互互換留学制度を開始しているが，このプログラムを強化した。平成１８年５月には，

本校学生１７名が Ballarat 大学へ 1 週間留学し，英会話と現地の文化歴史に関する学習を行った。帰

国後の報告会はすべて英語で行なわれ，参加者の評価は高かった。平成２２年３月にも２週間，本校学

生９名を留学させるとともに，平成２３年１２月には Ballarat 大学の学生９名を受け入れ，本校学生

との交流を図った。 
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国際活動・英語能力の向上を目指し，国立高等専門学校機構主催平成２３年度第４回海外インターン

シッププログラムに本校専攻科２年生が応募し，審査の結果，派遣学生に選ばれ，平成２３年９月４日

から２５日まで，マレーシアにある(株)カネカ（マレーシア）に派遣された。帰国後，その成果を専攻

科１年生の前で報告した。また，他の専攻科２年生はタイで開催された ISTS2011 (International 

Symposium on Technology for Sustainability 2011)で英語による口頭発表を行った。専攻科の英語の

授業である現代英語では，TOEIC スコア向上の内容に加えて，来年度の ISTS 参加希望者を多くするため

にも，平成２３年度から英語による特別研究内容の発表を前提とした外国人非常勤講師による指導を取

入れている。また，英語に対するモチベーションを高めるための方策の一つとして TOEIC®IP 試験を本

校で年５回実施している（前出資料９－１－③－９）。 

 

 （分析結果とその根拠理由）  

各種の評価の結果を教育の質の向上，改善に結び付けられるような組織としてのシステムは整備さ

れており，教育改善の具体的かつ継続的な対策がとられている。 

 

 

観点９－１－④： 個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図るとともに，授業

内容，教材，教授技術等の継続的改善を行っているか。また，個々の教員の改善活

動状況を，学校として把握しているか。 

（観点に係る状況）  

  ＦＤ委員会，教育改善委員会等の役割を統合し新たな位置付けを持って平成１９年度に発足した創

造教育開発センターが，本校における個々の教員の教育改善と教育体制の向上を担っている活動状況

は本校ホームページからも閲覧できる（資料９－１－④－１）。  

資料９－１－④－１

「創造教育開発センター活動状況（抜粋）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校ホームページ http://www.fukui-nct.ac.jp/~erd/index.html）



福井工業高等専門学校 基準 9 

- 348 - 

資料９－１－④－２ 

  「校長裁量経費配分額一覧」 

                               （出典 総務課） 
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平成２０年度の高等専門学校設置基準の改正に伴い，組織的なＦＤ活動が義務化され，同センターも

年間計画にそれに沿った活動を行なっている。具体的な取組みとしては，公開授業や授業アンケートの

実施，各種ＦＤ研修会の開催，福井県大学間連携事業への参加などが挙げられる。 

さらに本校では，校長裁量経費による教育改善活動の支援制度（資料９－１－④－２）を設けている。

採択者には実施結果の成果報告書の提出が求められ，特徴的な事業については全教員を対象にした成果

報告会での発表を行っており，資金的裏付けを行うことで本校の教育改善に大きく貢献している。 

継続的な研究かつ学科間の緊密な協力体制に基づいて教育改善した例を示す。 

平成１６年度に機械工学科と電気工学科の学科横断型の教育改善計画が提出され（資料９－１－④－

３），学科間で協調しながら創成型教育を進め，PBL 型の創成型教育を強力に推進している（資料９－１

－④－４，５）。この学科横断型の教育改善計画は、平成２２年度の機械，電気電子，電子情報工学科共

通の計測・制御実験基盤の構築（資料９－１－④－６）及び平成２３年度の機械工学科・電気電子工学

科における組込み系技術者育成教育の充実（資料９－１－④－７）に発展している。これらの教育改善

プログラムは、複数学科で協力して実験機材の共有化と教授方法の交換や共有を行うためのものであっ

た（資料９－１－④－８）。 

 

資料９－１－④－３

「平成１６年度 校長裁量経費申請書（抜粋）」 

 

（出典 総務課）
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資料９－１－④－４ 

「機械工学科における授業成果報告（抜粋）」 

 

（出典 日本工学教育協会誌（工学教育），Vol. 58 (2010) pp.76） 

 

資料９－１－④－５

「電気電子工学科における授業成果報告（抜粋）」 

 

（出典 論文集「高専教育」, 31 (2008) pp.319）
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資料９－１－④－６

「平成２２年度 校長裁量経費申請書（抜粋）」 

 

（出典 総務課）

 

資料９－１－④－７

「平成２３年度 校長裁量経費申請書（抜粋）」 

 

（出典 総務課）
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資料９－１－④－８

「平成２２年度 校長裁量経費報告書（抜粋）」 

 

（出典 総務課）

 

さらに，技術者英語教育の研究を継続して行っている英語教員の一人は，文献読解能力の養成を中心

とした工学系英語教育用のテキストを出版した（資料９－１－④－９）。これは，学生の授業アンケー

ト，卒業生・修了生アンケートの各種結果やアンケートのコメントにおいて，国際的技術者に要求され

る英語運用能力改善についての意見が多数あり，特に工業英語の教授に対する要望が卒業生を中心に強

かったことを受けてのものであり，学生の学力レヴェルや学術的興味を的確に反映した高専学生用自主

制作教材の必要性が不可欠と判断されたことによる。 
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資料９－１－④－９

「工学系英語教育用テキストのはしがき（抜粋）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 『自然科学を読む：工業英検対応』 朝日出版社）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

創造教育開発センターの活動を主軸に各種の教育改善活動が継続的に実施されている。また，校長

裁量経費による教育研究の支援も相乗効果として作用し，学科間連携・協力型の継続的教育改善が見

られる。 
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観点９－１－⑤： 研究活動が教育の質の改善に寄与しているか。 

 

（観点に係る状況）  

研究改善委員会が毎年実施している研究活動評価調査からも分かるように（資料９－１－⑤－１），

教員は活発な研究活動を行っている。教員の研究成果の中には教育方法に関するものも多く，『福井

高専研究紀要』や国立高等専門学校機構が発行する論文集『高専教育』等に発表されている。例えば，

「高専教育」では，電子情報工学科教員と一般科目教室自然科学系教員の教育改善に関する研究論文

が発表されており，教育の質の改善を具体的に示している（資料９－１－⑤－２，３）。前者は，本

科２学年必修科目解析Ⅰの授業内容改善実践につながった。関数グラフ電卓を用いたより効果的な教

育プログラムの改善例であり，具体的には微分法への導入部分での授業実践が考察されている。また

後者は，電子情報工学科の教員が実践した教育改善である。 PDCAとものづくりに着眼している点か

ら，工学系学生全般に当てはまる教育改善がなされている。 

教員の研究活動を通して得られた新しい知見や技術は，学生への教育研究指導や卒業研究・特別研

究内容の質の向上等にも反映されており，例えば，平成２３年度は学生による年間４０件の学協会・

各種研究会での発表がなされた他，国際会議においても優秀賞等を受賞(資料９―１―⑤―４)するな

ど，教員の研究活動は学生の工学的問題の解決能力や，プレゼンテーション能力の向上等の教育に還

元されている。 
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資料９－１－⑤－１

「研究活動評価調査結果」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学校運営会議）
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資料９－１－⑤－２

「『高専教育』掲載論文（抜粋）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 『高専教育』２０１０年）
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資料９－１－⑤－３

「『高専教育』掲載論文（抜粋）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 『高専教育』２００８年）
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資料９―１―⑤―４

「国際会議等での受賞」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(国際会議 ICTP2008 での最高賞受賞，2008.9)  (国際シンポジウム ASET16 での 

                                                 最優秀賞と優秀賞の受賞，2009.10) 

(出典 本校ホームページ http://www.fukui-nct.ac.jp/info/news/detail.php?id=174 ,

 http://www.fukui-nct.ac.jp/info/news/detail.php?id=228)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

教員の研究活動には，教育方法の研究も多くあり，教育の質の改善が具体的に行われている。 

教員の研究活動が，教育課程を通じて具体的に行われ，教育改善に結びついていることが，『高専教

育』等の学術雑誌でも評価されている。また，教員の研究活動が国際会議等における学生の受賞にも結

びついている。 
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観点９－２－①： ファカルティ・ディベロップメントが，適切な方法で実施され，組織として教育

の質の向上や授業の改善に結び付いているか。 

 

（観点に係る状況）  

各教員は授業アンケートに加え，創造教育開発センターが定期的に開催している各種 FD 活動への参

加からも多角的な教育改善を図れるようになっている。 

FD 活動が教育改善に大きく寄与した例として，専攻科を中心とした英語プレゼンテーション教育の導

入が挙げられる。 

３年毎に行う卒業生・修了生アンケートにおいては，学生へのプレゼンテーション能力向上が継続し

て求められているとの分析結果が出された（前出資料９－１－③－３）。この改善を目的として，平成

２１年度の FD 活動の一環として，プレゼンテーション教授能力の向上を目的とした講演会が開催され

（資料９－２－①－１），プレゼンテーションを用いた教育改善の大きな契機となった。つまり，平成

２２年度には専攻科長（専攻科委員会）主導のもとに，英語科目を中心としたプレゼンテーション教育

のシラバス策定作業が行われ，平成２３年度から，専攻科第 1学年必修科目「現代英語」に，英語プレ

ゼンテーション教育が導入された。さらに，平成２４年度からは，本科５学年必修科目英語特講におい

て長岡技術科学大学との協働事業で実施される英語プレゼンテーション教育を強力に推進することと

なった。同授業は公開形式で実施されており，FD 活動の一環としても位置付けられる（資料９－２－①

－２）。 

 さらに，この英語プレゼンテーション教育を受けて，専攻科第２学年に英語関係の新科目（仮称「技

術者英語コミュニケーション演習」）を増設すべく，現在各種作業中である。この新カリキュラム増設

が文科省より認可されれば，平成２５年度新入学生より，新カリキュラムが適用される予定である。 

 以上の英語プレゼンテーション教育導入の経緯等は，平成２４年度全国高専教育フォーラムで講演発

表予定である（資料９－２－①－３）。 
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                                    資料９－２－①－１ 

「プレゼンテーション手法に関する FD 講演会資料」        
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(出典 創造教育開発センター) 
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                                     資料９－２－①－２ 

「長岡技術科学大学との協働事業の案内」  

平成２４年５月８日

 

教職員 各位 

                         教 務 主 事 

 

                   長岡技術科学大学と高専の協働事業 

「戦略的技術者育成アドバンストコース」協働科目Ⅰ「英語特講」の開講について 

 

 標記のことについて、下記のとおり長岡技術科学大学の教員が講義を行いますので、

お時間がある方はぜひ聴講していただきたくご案内申し上げます。 

 

                                      記 

 

   日 時  平成２４年４月１８日（水）～平成２４年５月９日（水） 計３回 

         ５・６限（１３：２０～１５：０５） 

   会 場  e-ラーニング室 

   対 象  本校学生（英語特講 １９名）および教職員 

   講義者  長岡技術科学大学 南口 誠 先生 

 

＜ 講義予定 ＞ 

  ＊良いプレゼンテーションの基礎として重要な 

「論理的な思考法」を身に付ける講義と演習を行う＊ 

・第１回 ４月１８日（水） 「ロジカルシンキングの基礎講座」  

・第２回 ５月 ２日（水） 「プレゼンづくりのフローチャート作成」 

・第３回 ５月 ９日（水） 「文章書きの論理」 

 

------------------------------------ 

福井工業高等専門学校 学生課教務係 

小野 恵 ono@fukui-nct.ac.jp 

〒916-8507 福井県鯖江市下司町 

TEL : 0778-62-1118 (内線 3232) 

FAX : 0778-62-2490 

---------------------------------- 

 

（出典 学生課） 
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                                   資料９－２－①－３ 

「専攻科英語プレゼンテーション教育導入の経緯（抜粋）」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 （出典 平成 24 年度全国高専教育フォーラム講演概要集） 
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さらなる授業改善の例について，電子情報工学科第４学年必修科目の「創造工学演習」の教育改善が

挙げられる。 

 本教育改善では，学生への各種アンケート等の基礎調査を経て，授業の内容を，プログラミングコン

テストへの積極的応募を促すものへと大幅に改善したものである（資料９－２－①－４）。その結果，

学生の学習意欲が向上し，同コンテストへの応募数も増加したことが成果として挙げられる。 

 

 

 

  

資料９－２－①－４  

「『創造工学演習』における教育改善の例」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            （出典 『高専教育』2007 年） 

 

 



福井工業高等専門学校 基準 9 

- 365 - 

資料９－２－①－５

「ＦＤ講演会開催案内」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学内メール）

また，平成２２年度の FD 講演会では，「アンケートから見る福井高専の学生の特徴」と題した講演会

を開催した。内容は，平成２２年度に実施したアンケートを用いて福井県の学生と本校の学生の特徴を

比較し論じたもので，活発な意見交換があった。平成２３年度の FD 講演会では，本校教職員のなかで

校長表彰を受けた３名の教員から，表彰対象となった教授方法，地域との連携及びクラブ活動指導への

工夫等の紹介がなされた。さらに，最近実施された FD 講演会（資料９－２－①－５）では，他高専で

の教育経験者が講演者となり，前任校と本校との教育内容・方法及び特徴等の差異が分かりやすく示さ

れ，各教員の授業改善に資する内容であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

FDが適切な方法で，毎年継続的に実施されており，組織として教育の質の向上や授業の改善に結び

付いていると判断できる。  

また，学内FD研修会の内容は多岐にわたっており，幅広い見地から教育の質の向上に寄与している。 
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観点９－２－②： 教育支援者等に対して，研修等，その資質の向上を図るための取組が適切に行わ

れているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校では，新任の教育支援者等を含めた新任教職員オリエンテーションを開催して（資料９－２－

②－１），本校の目的を詳細に説明し，その目的達成に向けた資質の向上を求めている。 

創造教育開発センター主催で実施される各種FD研修会は，全教職員を対象にした取組みであり，技

術職員や学生課の事務職員などの教育支援者も参加している。 

また，本校では教育研究支援センターの設置により，学生への教育，研究環境の整備を図っている。

技術職員は全員が同センターに所属し，一般科目や専門学科で行っている実験・実習などの科目にお

いて教育支援を行っている。技術職員に対しては，資質の向上のために関係機関等への出張・研修（資

料９－２－②－２），学協会等での発表・特許取得（資料９－２－②－３）のみならず，業務に関係

する資格取得を奨励している。また，教育研究支援センターでは毎年発表会（資料９－２－②－４）

を開催しており，これらのことに積極的に取組むことを通して，本校での研究と教育の改善向上を図

っている。 

また，事務職員に対してもその資質の向上を図るために，各機関等で行われる研修に参加させてい

る（資料９－２－②－５）。 
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資料９－２－②－１

「新任教職員オリエンテーション開催案内」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 総務課）
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資料９－２－②－２

「平成２３年度技術職員の研修・出張一覧」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成２３年度教育研究支援センター年次報告）
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資料９－２－②－３

「平成２３年度技術職員の外部発表等一覧」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成２３年度教育研究支援センター年次報告）
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資料９－２－②－４

「教育研究支援センター発表会案内」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 教育研究支援センター）
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資料９－２－②－５

「事務系職員研修等一覧（抜粋）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 総務課）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

学内ＦＤ活動に加えて，教育研究支援センター発表会の開催等の機会を利用して，教育支援者は積

極的に教育改善活動に参加している。すなわち，教育支援者等に対して，研修等，その資質の向上を

図るための取組が適切に行われていると判断できる。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

学内及び学外の意見聴取を基に，いわゆるPDCAサイクルが機能して各種の教育改善に結びついてい

る。また，教育改善と研究活動の促進が両立できるように各種の支援体制が組織的に整備されている。 

 

（改善を要する点）  

該当なし。 
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（３）基準９の自己評価の概要 

授業の実施内容を示すシラバスは学生に冊子体で配布されるとともに，ホームページにも掲載して

周知されている。授業の実施記録も紙媒体で保管されている。また，成績評価資料と評価結果も電子

媒体により管理されている。従って，教育活動の全般的な状況に関する自己点検・評価はいつでも実

施できる体制が整備されている。 

本校では，PDCAサイクルに基づいた教育改善システムを設定し，各種の自己点検・評価を定期的に

実施している。 

 教員からの意見聴取の手段として，毎年度実施される校長面接や年度末に作成される教育達成度等

に関する報告書が挙げられる。この報告書は，学生による授業アンケートを教員自身が分析し，次年

度への授業内容改善を明記するため，教員の自己点検手段ともなっている。これらのFD活動は創造教

育開発センター主導で実施されている 

教育改善システムについては，平成２３年度にシステムの改善案が策定され，平成２４年度より，

新システムによる，教育改善の一層の促進を試みている。新しい「福井高専教育改善システム」にお

ける改善の大きなポイントは，迅速かつ適切な教育改善が行えるように教育システム推進委員会を新

設し，同委員会を中心とした PDCA サイクルを再構築したことにある。この結果，外部有識者会議等

の外部評価による意見や提言を，より迅速に教育改善に取込むことが可能になった。従前の外部有識

者会議での提言が既存の教育改善システムによって機能した例として，“国際化の育成”があった。 

また，基礎学力不足の指摘に対して，英語や数学の教育改善について，カリキュラム再考等を含め

て，継続した教育改善が計画されている。 

創造教育開発センターによる各種FD活動を中心とした教育改善に加えて，校長裁量経費制度による，

資金面でのバックアップも教育研究改善活動に大きな効果を発揮している。この制度では，学科間の

協力体制による教育改善が実現したこと等がその成果として挙げられる。 

個々の教員の活発な研究活動の中には，教育改善に関するものも多数あり，「福井高専研究紀要」

や国立高等専門学校機構が発行する論文集「高専教育」等に多数発表されている。例えば，近年の「高

専教育」では，電子情報工学科教員と一般科目教室自然科学系教員等の論文が発表されており，教育

の質の改善結果を具体的に示している 

FD活動は，創造教育開発センターの主催により全教職員対象に実施されているが，それに加えて教

育研究支援センターの設置により，学生への教育支援，研究環境の一層の整備を図っている。 

実験・実習などの科目において教育支援を行う技術職員は，全員が教育研究支援センターの所属で

あり，資質向上のために同センターが主催する発表会，校外での技術研修や学協会での発表に積極的

に参加している。また，技術職員と同様に事務職員も校外での研修等に積極的に参加し，教育支援者

としての資質向上を図っている。 


